Study of “The Scripture on the Ten Kings (佛说十王经)” in the Collection of the KUBOSO Memorial Museum Arts by ARAMI, Hiroshi
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 まず、一見して興味深いのが紙のサイズである。高 28.3-5cm、長 682.8cm で、
24.2 cm、48.8 cm、49.7 cm、51.1 cm、47.1 cm、3.8 cm、51.3 cm、51.4 cm、15.1 







































































































































































 同様のことは第2 図から第3 図までの間についても言えそうである。P.2003 で
はこの間経文に 43 行を費やしているが、本写本では 41 行で書き終わっている。




されている。第 6 紙と第 7 紙の絵画ではごくわずかに線の繋がっていない箇所が
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（経、七言讃）: P.3761; Ⅲ類（経）: S.2489、北8257(字45)、Дx.00931、
Дx.06099+Дx.143; Ⅳ類（以下、経に異動有り）: S.4805、北8258(列26)、『敦
煌秘笈』羽73-2（散262）、Ⅴ類: 北8256(字66); Ⅵ類:S.2815、S.3147、
S.4530、S.5450b、S.5531h、S.5544b、S.5585、S.6230、S.7598+北図新1537
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で、これに対し、小南氏は、十王経の原初形態が預修であるとの考えから、この
部分を後代の加筆と捉えている。本井氏は各文献を詳細に対照し、小南氏の考え
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（付記） 
 本稿は、2020年8月1日に大阪大谷大学あべのハルカスキャンパスをメイン会
場として行った国際研究集会「敦煌と東アジアの信仰」（広島大学敦煌学プロジェ
クト研究センター主催）で基調講演として用意した原稿を若干手直ししたもので
す。同会議はコロナウイルスの影響でZOOM会議システムを併用したハイブリ
ッドの国際会議となりましたが、このような状況下において快く会場を提供して
くださりまたビデオで御挨拶下さいました大谷学園左藤一義理事長、その段取り
をしてくださった大阪大谷大学貫名讓文学部教授、またビデオで祝辞を述べてく
ださった平山郁夫美術館平谷祐宏理事長（尾道市長）、その段取りをしてくださっ
た同美術館根葉正文専務理事をはじめ、参加者、ご協力いただいたすべての方々
にここに改めて感謝申し上げます。 
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